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本日の内容

Å推進員としての歩み

Åケアパス作成と医師会との連携

Å事例対応と育育広場の誕生

Åこれからの推進員としての役割

在宅医療介護連携支援センター職員の立場となって

Åまとめ
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推進員としての歩み
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包括職員としての私の推進員活動の歩み①
認知症地域支援に関する町の課題
○認知症に関する理解不足
○閉鎖的
○関係ない…という意識

・予防には熱心だが、自分と認知症の人とを線引きしてしまう・・・
・介護保険利用すると違う人という見方

○介護保険を利用すると、つながりがきれる
○サービスを利用していても、本人がいい姿ではない
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包括職員としての私の推進員活動の歩み②
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ケアパス作成と
医師会との連携
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綾川町における認知症施策の全体像
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平成26年度から27年度にかけて

・H26. ７月 綾川町と 打ち合わせ開始

・H27. １月 認知症ケア ṇ 作成・

ṇ (相互版）作成、運用開始

・H27. １月 認知症施策説明会、認知症講演会開催

・H27. １月 認知症サポート医による 開始

月1回第2水曜日（祭日等と重なった場合は第3水曜日）

・H27.4 月 完成、全戸配布

・H27.8 月～医師会の呼びかけで

設置
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綾川町認知症ケア医療連携フロー図
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H27 年1月医療連携シート運用開始
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H27 年1月認知症施策説明会開催
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医師会、事業所、民生委員、介護予防サポーター、社協、行政が一堂に
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H27 年1月30日認知症講演会開催
大分大学 吉岩あおい先生をお迎えして

専門職、地域住民が一緒に

約260 名が参加
地域全体で見守っていく仕組みが

できたらいいなあという声も
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綾川町認知症ケアパス概念図
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事例対応と育育広場の誕生



事例対応と育育広場の誕生
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★１ 一人暮らし認知症女性の事例①

ṡ ףּצּ ḵḵṢṡ לּךּ ḵṢṕפּ Ṗ
・息子さん（県外）、兄（近所）、友人（サポーター）に朝夕問わず何十回と電話攻撃。駐在所、役場に｢お金を盗
られた。死にます。」という内容の頻回な電話（遺書も書いている。）
・兄、息子が心身ともに疲れ、倒れそうになる。本人を入院させて欲しい。
・「出口の見えない入院はどうなのかな？もう一度地域で話し合ってください。」（疾患センター医師）
・ ★チームＭ誕生！：第1回地域ケア個別会議開催：息子さん、兄、医療疾患センターDr. 診療所Dr. 民生委員

駐在所、サポーター、役場、ケアマネ、包括参加。
・ヘルパー、訪問診療、サポーターや民生委員による声かけ、見守り
・月１回程度会議、センター方式記入など。週間プランをみんなで共有。

・「早く施設に放り込んで！」と言っていた近所の人が、「どのように声かけすればいいですか？」と包括に相談
に来るようになった。
・ケアプランを共有しているので、ヘルパー訪問の時間帯に本人が友人宅を訪れていたとしても、「今、うちに来
ているからヘルパーさんが心配しているかもしれないから伝えておいて」と包括に電話をしてくるようになった。
・「本人から『お金がないので、今、死にます。』という電話があったけど、
話を聞いて、包括の人に言っておきます。というと、『ありがとうございま
す。よろしくお願いします』といって穏やかに電話を切った。」と包括に伝
えてくる若い役場職員・・・チームMで支えよう！！

M ʝ˲ 60 ̈ ặר ר₴ ˺ 2 Ϸ ᴣ

᷂Ḣ Ήѩ̝

ᴣǯǞǭƲ ὁǮ ȐǞǶȉǍ ǧƲǯǋǍקᶪǵʥὄȋ ȐǕǲ
Ὣȑ ǋǱǓȐƲ șᶫȒǚǯǲȏȑ
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★１ 一人暮らし認知症女性の事例②
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★２ 孤立した一人暮らし認知症の男性の事例
Å民生委員から孤立している年寄りがいるという情報。

Å銀行から何度も通帳を再発行する人がいる。残高が減っていて光熱費の引き落とし
ができなくなる。

Å認知症一人暮らし男性、８０代前半、介護保険未申請。身寄りほぼなし。運転をし
ている。

Å「僕はがんばっとるやろ。」「このままではいかん。なんとかせないかん。」

Å「今の暮らしは刑罰のようや。」

Åクーラー、電話、扇風機「壊れている。」

Å免許証は？「それは難しい問題や。でも掟は破るといかん。」

Å冷蔵庫とポットは使える。

Å下着類何枚も重ね着→ ṇ さん
Å病院の食堂で「こんなちゃんとした飯は久しぶりや。˯
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★３ Ｓさんとの出会いから本人ミーティング、
育育広場の誕生へ！

Å６８歳、男性、夫婦二人暮らし。アルツハイマー型認知症

Å診断を受けて３年間、ご夫妻で病気に向き合ってきた。当初から認知症のことは夫
婦ともに周りの人に隠すことなく伝えてきているが、だんだん本人の行き場が狭ま
り、このままではいけないと思い、妻が近所のMさんに「どこかええ病院あるか
な？」と相談。

＜そのときのＳさんの暮らしの様子＞

ךּ ḭצּ וֹ וֹךּ שּ קּ Ḯ

צּ ḭ ḱ ךּ וֹפּ שּ Ḯךּ

צּ ︡

︡ ︣

Å近所のＭさんに「包括に行きまい。」といわれて来た。

Å包括に来て、「目の前が開けた気がした」と。

Åこれからはどんどん出かけていきます。→出会いの持つ力を実感。もっと出会いを。
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שּ שּ ṇ 本人の声①
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שּ שּ ṇ 本人の声②
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本人ミーティングを通して見えてきたこと

Åそれぞれの קּ との 。そのものがお互いの力になるךּ

Å話をする があって初めて理解が深まる。気持ちがすっきりする。
みんなに早く出てきて欲しい。

Å ￼ צּ נּ Ḯ

Åすぐそばの人がパートナーになれる地域はやさしい。

Å住民力の育成はとても有効であると実感できた。なじみの介護予防
サポーターが自然にパートナーになれた。

Å豊かな生活実態こそが求められる。できることを探しながら、つな
がっていく。

Åネットワークは、 ḭ ḭֿפ אל ḭ צּ
となり、一緒に手をつなぎあう形になってこそ、出来上がってい

くものではないだろうか。
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育育広場のとりくみから
לּ ךּ

ךּ︡אל שּ
ーＳさんの暮らす南かざし団地での取り組みー



育育広場ができるまで
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★子育て支援施設きらり育育広場とは
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Ｓさんの暮らしの変化
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写真集までできました。
周りの人々の希望と支えに



Å本人・家族・サポーター・民生委員・医師・ケアマネ・ヘルパー・デイサービス職員・
役場職員などの話(不安や出来事、心情）を כֿשּ ḭוֹצּ ￼にまず受け止
めた。

Åその中でちょっとしたこと、良かったこと、うまくいったことを拾い、そのことをチー
ムで共有できるように心がけた。そのために するようにお願いした。
(ちょっとしたことや気になったこと、何でもいいのでいうてくださいね。）

Åそしてケアマネには真っ先に伝え、常に一緒に相談してきた。

Å「これはすごい！」と思われる し、対応力向上のヒントとし
て活かす。

Åヘルパーさん、民生委員さん、サポーターさん(友人）にお願いして「 ṇ Ｄ
－４シート」に訪問時の様子を記録してもらった。そうすると、本人の状態の悪いとき
だけに注目する事が減り、良いときの言葉や表情、出来事など、いきいきとした本人の
実態が見えてきた。 ︣ ( כṖֿשּ でき、より本人の視点を大切に
する関わりができるようになってきた。

Å意識的にӵ ṇ Ṣという言葉を使い、みんなでＭさんに関わっているという意識づけ
をした。
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推進員として活動上の工夫、心がけてきたこと
רּ נּ



これからの私の
推進員としての役割
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ὄⱲ 876 - 5353
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あきらめた事例はありませんか？
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Å本人・家族のカミングアウトへの抵抗感

Åかかりつけ医の心理→患者との関係

Å医師間の連携の在り方→患者が主体となっているのか

Å早期対応の遅れ→初期集中支援が中重度者が主

Å役割・生きがいづくりの場の効果・評価→育育広場の拡充・好事例の共有化

Å経済的な課題と就労継続・就労支援のあり方の模索

Å早期受診のためのかかりつけ医の意識啓発→セルフチェックシート・連携
シートの活用

Å本人・家族･地域住民の意識啓発→担い手の養成・本人ミーティング・ネッ
トワーキング

Å専門職（ケアマネ等）がどこまで本人視点に立てているのかの検証



まとめ
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פֿ ףּשּ קּ ךּ
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ṇ לּ ḱḱ

קּ ṇ



Å אל ︠ נּ ことにより、早期診断・
早期前向きという考え方が行き渡ることを目指す。

Åいわゆる空白の時間をできるだけ短くできるようにאל ︠ ḭ
する。

Å情報共有･地域と多職種の連携で認知症の人のその人らしい וֹךּ よ
う支援する。

Å思い続けることと、 קּ כֿ פּ ︡￼ 。まず、少しやってみると次々と何を
すればいいのか見えてくる。必ず、本人に聞いてみる。

Å周りの人に ḭוֹפּ ךּ כֿלּ を心がける。そうするとどんどん人の輪が広がる。
声をかけられない人の立場に立つ。自分から何かに参加するのは難しいという人の
思いを知る。

Å担当分野にとらわれ、 צּ ךּ よう、何のためךּ
かを忘れずに全体像をお互いに感じながら業務に取り組もう。
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推進員さんへのメッセージ：一つ一つの事例を丁寧に。そこから次が見えてきます。
支えあい伝えあいのネットワークをみんなで一緒に作っていきましょう。


